
第５章教団の海外活動

邦
人
宗
教
要
員
四
名

回
教
徒
五
百
五
十
万

邦
人
宗
教
要
員
七
名

宗
教
指
導
要
員
派
避
地

〔
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
関
係
者
名
省
略
本
節
解
題
参
照
〕

◇
新
教
合
計
十
六
名

カ
ト
リ
ッ
ク
四
名
合
計
廿
名

細
小
ス
ン
ダ
及
フ
ロ
レ
ス
地
区
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）

山
口
愛
次
郎
（
司
教
）

荻
原
晃
（
権
司
教
）

神
父
岩
永
〔
六
郎
〕
氏

神
父
久
野
〔
重
雄
〕
氏

回
教

マ
カ
ツ
サ
ル

ア
ン
ホ
ン

メ
ナ
ド

ホ
ル
ネ
オ

栗
木
氏
外
一
名

井
沢
修
作
前
川
尭

一名
瀧
江
賢
治
三
好
淳
一合

計

主
任
小
林
哲
夫
氏
ハ

Ｒ
Ｗ
Ｄ
ｊ
ｌ
　
ｊ
１
ｌ
ｌ
ｌ
７
ｌ
１
　
９
１
ｊ
ｉ
６
７
４

資
料
心
教
師
派
遣
依
頼
の
文
書

二
名

二
名

一
名

二
名

七
名

昭
和
十
八
年
八
月
廿
一
日
戦
死

○
ア
ン
ボ
ン
州
概
観
〔
地
図
付
〕

◇
主
要
産
物

◇

宗

教

〔
本
文
省
略
〕

〔

が

〕

〔

μ

〕

○
ア
ン
ホ
ン
州
及
ア
ン
ボ
ン
人
の
事
共
〔
地
図
付
〕

◇
カ
ト
リ
ッ
ク
に
就
い
て

◇
ア
ン
ホ
ン
州
内
Ｇ
・
Ｐ
・
Ｍ
会
員
数
廿
万
人

◇
ア
ン
ボ
ン
人
男
子
成
人
職
業
別
（
戦
前
）

◇
回
教
徒
数
（
ア
ン
ボ
ン
州
内
）

-

アノμノノノノμ

〔
編
纂
者
注
〕

̶
’
メ
モ
剛
、
閤
の
初
め
に
目
次
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
出
し
が
本

文
に
あ
る
の
で
省
略
し
、
本
文
に
な
い
場
合
に
目
次
に
記
さ
れ
た
見

出
し
を
記
述
し
た
。

２
見
出
し
の
上
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
メ
モ
の
頁
数
で
あ
る
。

３
も
と
よ
り
本
文
は
原
資
料
通
り
で
あ
る
が
、
叙
述
の
順
序
、
ア
ラ
ビ

ア
数
字
の
記
述
が
明
白
に
間
違
っ
て
い
る
場
合
、
最
少
限
の
修
正
を

行
な
っ
た
。

４
ま
た
、
句
読
点
は
恣
意
的
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
前
後
の
文
章

を
勘
案
し
て
、
最
少
限
に
つ
け
加
え
た
。

｀
、
一
ち
ふ
ぐ
’
．
‘
’
』
沿
丿
卜
ノ
・
再

拝
啓決

戦
体
制
下
教
会
の
使
命
益
々
重
大
を
加
ふ
る
の
時
、
貴
教

会
愈
々
御
健
闘
の
段
慶
賀
の
至
り
に
奉
存
候
、
陳
者
今
般
海
軍

省
南
方
政
務
部
よ
り
南
方
地
区
に
於
け
る
基
督
教
会
及
同
信
徒

指
導
の
為
本
教
団
の
協
力
を
求
め
来
り
候
間
本
教
団
に
於
て
は

喜
ん
で
之
に
応
じ
正
教
師
五
名
補
教
師
五
名
を
派
遣
す
る
事
を

決
議
仕
り
候
就
て
は
貴
教
会
牧
師
殿
を
候
補
者
に

選
定
し
、
文
部
省
を
通
し
海
軍
省
に
推
薦
い
た
し
置
き
候
条
不

日
採
用
任
命
の
運
び
に
到
り
可
申
に
つ
き
、
非
常
時
下
国
策
に

順
応
す
る
意
味
を
以
て
暫
時
教
会
の
不
自
由
を
忍
び
牧
師
を
邦

家
重
要
任
務
に
御
献
げ
被
下
度
此
段
謹
ん
で
御
願
申
上
候

敬

具

昭
和
十
八
年
十
月
二
日

日
本
基
督
教
団

教
団
統
理
者
富
田
漢
画

教
会
信
徒
総
代御

中

４
「
大
東
亜
共
栄
圏
」
の
キ
リ
ス
ト
者

に
送
る
書
簡
の
懸
賞
募
集

〔
解
題
〕
四
三
年
三
月
九
日
の
教
務
会
で
富
田
統
理
は
、
「
大
東

亜
共
栄
圏
」
の
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
に
送
る
書
簡
の
懸
賞
募
金
の
費
用

が
一
長
老
よ
り
献
げ
ら
れ
た
、
と
報
告
し
た
。
そ
の
長
老
は
彼
が
牧

す
る
芝
教
会
の
会
員
伊
藤
立
夫
で
あ
っ
た
（
伊
藤
立
夫
、
瀧
滓
清
へ

の
吉
岡
春
江
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
録
）
。
資
料
圀
は
、
教
務
会
が
立
案

し
た
懸
賞
募
集
の
公
示
（
一
九
四
三
・
五
・
一
七
）
で
あ
る
。
七
五

篇
の
応
募
が
あ
っ
た
の
で
、
富
田
統
理
よ
り
特
別
委
貝
と
し
て
委
託

さ
れ
た
在
京
教
学
委
員
が
数
回
の
会
合
を
開
き
、
そ
の
審
査
に
あ
た

っ
た
。
資
料
１
３
５
は
、
教
務
会
【
一
九
四
三
・
】
〇
・
二
八
）
に
お
け

る
入
選
者
決
定
と
そ
の
発
表
の
記
事
で
あ
る
。
四
四
年
二
月
二
七
日

に
東
京
基
督
教
青
年
会
館
で
賞
金
授
与
式
が
開
か
れ
た
。
そ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
れ
ば
、
審
査
委
員
会
経
過
報
告
を
熊
野
我
教
委
員
ヽ
祝

辞
を
小
崎
東
亜
局
長
、
比
屋
根
安
定
、
由
木
康
両
委
員
が
述
べ
た
、

と
あ
る
。

資
料
図
は
、
そ
の
書
簡
の
全
文
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
は
印
刷
さ
れ

た
（
序
文
三
頁
、
本
文
二
〇
頁
、
Ａ
５
判
、
奥
付
な
し
）
。
そ
の
序

文
を
富
田
は
四
四
年
復
活
節
の
日
に
記
し
た
と
し
て
い
る
が
、
こ
の

Ｕｊ£
Ｊ７２
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年
の
イ
ー
ス
タ
ー
は
四
月
九
日
で
あ
る
。
第
一
章
は
欧
米
諸
国
と
そ

の
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
攻
撃
、
、
第
二
章
は
国
体
の
精
華
、
日
本
文
化
の

独
自
性
、
第
三
章
は
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
固
有
性
と
教
団
成
立
の

意
義
Ｏ
Ｗ
ｌ
ｌ
Ｕ
　

４
リ
ス
ト
に
あ
る
ア
ジ
ア
の
希
望
と
一
致
を
述
べ

て
い
る
。
、
章
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
多
少
相
違
し
て
い
る
の
で
、
審
査

委
員
が
複
数
の
入
選
論
文
を
あ
つ
め
て
一
つ
の
書
簡
を
つ
く
り
あ
げ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
書
簡
は
海
外
を
含
め
て

Ｉ
̶
-
Ｉ
ふ
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
　

-
̶
̶
Ｉ
１
１
Ｉ
Ｉ

各
方
面
に
送
ら
れ
、
各
国
語
へ
の
翻
訳
も
関
係
者
に
依
頼
し
た
、
と

ミ
ー
ー

’
い
う
（
「
共
栄
圏
基
督
信
徒
宛
書
簡
」
「
教
団
新
報
」
一
九
四
四
・
一

〇
・
一
〇
）
。

Ｗ ７

〔
参
考
資
料
〕

「
現
代
の
使
徒
書
翰
（
亀
徳
正
臣
）
」
（
「
日
本
基
督
教
新
報
」
一
九
四

三
・
六
・
三
）

「
懸
賞
書
翰
文
の
審
査
終
る
」
（
同
上
紙
、
一
九
四
三
・
一
〇
・
七
）

「
「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
内
に
在
る
基
督
教
信
徒
に
送
る

書
翰
」
懸
賞
当
選
発
表
」
（
同
上
紙
、
一
九
四
三
こ
Ｉ
・
四
）

「
〈
資
料
〉
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
に
在
る
基
督
教
徒
に

る
書
簡
」
（
「
福
音
と
世
界
」
一
九
六
七
・
五
）

し 煮

…
…
〔
研
究
文
献
〕

尨
犬
武
田
武
１
　
１
１
教
団
成
立
を
教
会
の
罪
資
と
し
て
Ｉ
「
日
本
基
督
教
団
ょ

ノ
ぐ
＼
／
り
ご
へ
ｙ
亜
共
栄
圏
に
在
る
基
督
教
徒
に
送
る
書
翰
」
に
あ
ら
わ
れ

第５章教団の海外活助

た
問
題
ｏ
ｌ
ｉ
１
１
１
１
１
宮
栄
丁
森
岡
巌
編
「
日
本
基
督
教
団
５
０
年
史
分
諸

Ｉ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
教
出
版
社
、
一
九
九
二
」

（
三
）
期
日

（
四
）
送
先

昭
和
十
八
年
八
月
二
十
日
締
切

東
京
市
神
田
区
錦
町
一
ノ
六

日
本
蓄
教
罵
１
宛
（
Ｕ
な
い
篇
）

資
料
ふ
懸
賞
募
集
の
公
示

圏
日
本
基
督
教
団
よ
り

大
東
亜
共
栄
圏
に
在
る
基
督
教
徒
に
送
る
書
翰

御
稜
威
の
下
、
皇
軍
将
士
の
赫
々
た
る
武
勲
の
裡
に
、
大
東
亜

共
栄
圏
の
確
立
し
つ
ゝ
あ
る
は
、
我
等
の
最
も
感
激
又
感
謝
に

堪
へ
ざ
る
所
で
あ
る
。

こ
れ
ど
共
に
現
地
の
人
々
に
我
日
本
の
立
場
を
理
解
せ
し
む
る

事
の
極
め
て
重
要
な
る
は
勿
論
に
し
て
、
我
々
日
本
基
督
教
徒

は
進
ん
で
こ
の
重
大
任
務
を
荷
ふ
べ
き
で
あ
る
。

就
て
は
、
我
々
日
本
基
督
教
徒
は
、
今
度
共
栄
圏
内
の
基
督
教

徒
に
向
つ
て
懇
篤
な
る
書
翰
を
寄
せ
た
い
。
乃
ち
先
づ
我
日
本

の
国
体
の
尊
厳
無
比
な
る
所
以
を
説
き
、
日
本
の
大
東
亜
共
栄

に
関
す
る
理
想
抱
負
を
明
か
に
し
、
次
い
で
日
本
基
督
教
の
確

立
、
日
本
基
督
教
団
の
成
立
を
報
ず
る
と
共
に
、
信
望
愛
を
同

じ
う
す
る
基
督
教
徒
と
し
て
、
共
栄
圏
内
の
基
督
教
徒
に
対
し

て
慰
安
、
奨
励
提
携
の
衷
情
を
吐
露
す
る
書
翰
を
送
ら
ね
ば
な

ら
ぬ
。
茲
に
大
方
の
応
募
を
求
む
る
次
第
で
あ
る
。

◇
募
集
規
定
◇

（
一
）
筆
者
日
本
基
督
教
団
所
属
の
教
師
、
信
徒

（
二
）
紙
数
四
百
字
詰
三
十
枚
内
外

資
料
璃
懸
賞
書
簡
入
選
の
決
定
と
そ
の
発
表

一
、
懸
賞
書
簡
入
選
発
表
ノ
件

富
田
教
団
統
理
者
ョ
リ
説
明
ア
リ
瀧
潭
主
事
別
記
ノ
如
ク
発

表
シ
テ
之
ヲ
承
認
ス

過
般
懸
賞
募
集
せ
る
「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
に

在
る
基
督
信
徒
に
送
る
轡
翰
」
の
応
募
原
稿
七
十
五
篇
の
中
厳

選
の
結
果
別
掲
の
如
く
入
選
決
定
せ
り

「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
に
在
る

基
督
教
信
徒
に
送
る
書
翰
」

懸
賞
当
選
発
表

過
般
懸
賞
募
集
せ
る
「
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏
に

在
る
基
督
信
徒
に
送
る
轡
翰
」
の
応
募
原
稿
七
十
五
篇
の
中
厳

選
の
結
果
左
記
の
如
く
入
選
決
定
せ
り
。

入

一
等
（
一
名
）

二
等
（
二
名
）
・

選
（
該
当
者
な
し
）

鮫
島
盛
隆
（
関
西
学
院
宗
教
主
事
）

山
本
和
（
日
本
女
子
神
学
校
講
師
）

三
等
（
三
名
）
松
村

三
浦

克
己

清
一

（
室
町
教
会
長
老
）

（
松
沢
教
会
）

Ｊｊ４Ｊｊ５
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和
田
信
次
（
宮
崎
教
会
教
会
主
管
者
）

選
外
佳
作
（
五
名
）
気
賀
重
躬
（
青
山
学
院
教
授
）

郷
司
憶
爾
（
白
金
教
会
教
会
主
管
者
）

篠
原
和
太
郎
（
目
白
教
会
）

日
高
善
一
（
豊
島
駒
込
教
会
教
会
主
管
者
）

藤
家
一
六
（
福
山
本
町
教
会
主
管
者
）

昭
和
十
八
年
十
月
二
十
八
日

日

本

基

督

教

団

〔
「
教
務
会
」
（
一
九
四
三
・
一
〇
・
二
八
）
「
教
団
時
報
」

一
九
四
三
・
一
一
・
一
五
〕

資
料
ｊ３６

『
日
本
基
督
教
団
よ
り
大
東
亜
共
栄
圏

に
在
る
基
督
教
徒
に
送
る
書
翰
』

序

文

基
督
教
は
福
音
で
あ
る
。
即
ち
「
大
な
る
歓
喜
の
音
信
」
で

あ
る
。
故
に
四
福
音
書
あ
り
、
福
音
を
伝
へ
る
た
め
に
使
は
さ

れ
た
徒
の
旅
行
記
あ
り
、
使
徒
パ
ウ
ロ
の
著
作
は
何
れ
も
教
会

或
は
同
信
同
志
の
人
々
に
贈
っ
た
書
翰
で
あ
る
。
福
音
書
に
始

ま
っ
た
聖
書
は
ア
ジ
ヤ
の
七
教
会
に
贈
っ
た
ョ
ハ
ネ
の
書
翰
で

終
っ
て
ゐ
る
。
基
督
教
は
実
に
福
音
で
あ
る
。

を
得
な
い
。

予
は
教
団
の
統
理
者
と
し
て
種
々
記
し
た
い
事
多
い
が
、
今

は
書
翰
を
紹
介
す
る
文
だ
け
に
留
め
、
後
便
に
譲
る
事
と
し
た
。

書
翰
を
読
ん
だ
人
々
に
し
て
其
の
腹
蔵
な
き
応
答
を
寄
せ
ら
れ

る
な
ら
ば
、
我
等
の
喜
悦
こ
れ
よ
り
大
な
る
は
無
い
。

最
後
に
予
は
二
千
年
来
伝
へ
来
っ
た
使
徒
的
挨
拶
を
以
て
此

の
序
文
を
終
ら
う
。
「
願
は
く
は
、
主
イ
エ
ス
ー
キ
リ
ス
ト
の

恩
恵
、
神
の
愛
、
聖
霊
の
交
感
、
汝
ら
凡
て
の
者
と
偕
に
あ
ら

ん
事
を
。
」

昭
和
十
九
年

千
九
百
四
十
四
年
復
活
節
の
日

日
本
基
督
教
団

教

団

統

理

者

富

田

満

第

一

章

我
ら
、
日
本
に
在
り
て
キ
リ
ス
ト
ー
イ
エ
ス
と
そ
の
福
音
と

を
告
白
し
、
そ
の
恩
寵
の
佑
助
に
よ
り
て
一
国
一
教
会
と
な
れ

る
日
本
基
督
教
団
及
び
其
に
属
す
る
も
ろ
も
ろ
の
肢
は
、
東
亜

共
栄
圏
内
に
在
る
主
に
あ
り
て
忠
信
な
る
基
督
者
た
ち
に
心
よ

り
の
挨
拶
を
送
る
。
願
は
く
は
我
ら
の
主
イ
エ
ス
ー
キ
リ
ス
ト

の
恩
寵
と
平
安
、
常
に
諸
君
の
上
に
あ
ら
ん
こ
と
を
。

主
に
在
り
て
忠
信
な
る
兄
弟
た
ち
よ
。
我
ら
は
未
だ
面
識
の

今
茲
に
日
本
基
督
教
団
が
東
亜
共
栄
圏
内
の
緒
教
会
及
び
同

信
同
志
の
兄
弟
達
に
書
翰
を
贈
る
所
以
は
、
基
督
教
が
「
大
な

る
歓
喜
の
音
信
」
で
あ
る
と
云
ふ
信
仰
に
基
く
為
に
し
て
之
を

現
代
の
使
徒
的
轡
翰
と
称
す
る
も
言
ひ
過
ぎ
で
な
か
ら
う
。

日
本
基
督
教
団
は
東
亜
共
栄
圏
内
の
基
督
教
会
に
対
し
て
常

に
関
心
を
有
し
其
の
発
達
の
た
め
熱
祷
し
て
已
ま
な
い
。
こ
れ

が
為
め
教
団
は
共
働
者
を
遣
し
、
又
必
要
な
る
も
の
を
送
ら
う

と
計
画
し
て
ゐ
る
が
今
日
の
事
情
に
於
て
は
其
の
志
望
の
如
く

実
行
で
き
な
い
の
を
甚
だ
遺
憾
と
し
て
ゐ
る
。
已
む
を
得
ず
、

先
づ
教
団
を
代
表
す
る
公
同
的
使
徒
的
轡
翰
を
送
っ
て
挨
拶
し
、

我
等
の
平
素
の
志
を
略
述
す
る
事
に
し
た
。
其
の
詳
し
き
内
容

に
就
い
て
は
受
信
者
が
本
書
翰
を
詳
か
に
通
読
せ
ら
れ
ん
事
を

望
む
。日

本
基
督
教
団
の
現
代
的
使
徒
轡
翰
は
、
本
書
が
第
一
信
で

あ
っ
て
、
続
い
て
屡
々
書
翰
を
贈
る
計
画
で
あ
る
。
望
む
ら
く

は
諸
君
が
此
等
の
書
翰
を
隔
意
な
く
迎
へ
て
、
こ
れ
を
文
字
通

り
に
解
釈
し
て
、
我
等
の
志
を
理
解
し
、
信
望
愛
を
同
じ
う
せ

ら
れ
ん
事
で
あ
る
。
少
数
で
は
あ
る
が
日
本
基
督
教
団
よ
り
特

派
し
た
伝
道
者
あ
り
、
書
翰
中
に
若
し
諸
君
に
理
解
し
難
き
所

あ
ら
ば
こ
れ
を
詳
か
に
懇
ろ
に
説
明
す
る
で
あ
ら
う
。
彼
等
も

亦
、
使
徒
パ
ウ
ロ
の
記
せ
し
如
く
「
基
督
の
書
」
で
あ
る
か
ら

諸
君
は
隔
意
な
く
彼
等
と
親
交
せ
ら
れ
ん
事
を
併
せ
望
ま
ざ
る

機
会
な
く
、
互
に
伝
統
と
生
活
の
賞
習
と
を
異
に
し
て
ゐ
る
が
、

か
か
る
諸
々
の
相
違
に
か
か
は
ら
ず
我
ら
を
一
つ
に
結
ぶ
常
固

な
る
紐
帯
が
二
つ
あ
る
と
思
ふ
。
其
の
一
つ
は
、
我
ら
の
共
同

の
敵
に
対
す
る
共
同
の
戦
ひ
と
い
ふ
運
命
的
課
題
で
あ
る
。
彼

ら
敵
国
人
は
白
人
種
の
優
越
性
と
い
ふ
聖
書
に
惇
る
思
想
の
上

に
立
っ
て
、
諸
君
の
国
と
土
地
と
の
収
益
を
璽
断
し
、
口
に
人

道
と
平
和
と
を
唱
へ
っ
っ
我
ら
を
人
種
的
差
別
待
遇
の
下
に
繋

ぎ
留
め
、
東
亜
の
諸
民
族
に
向
っ
て
王
者
の
如
く
君
臨
せ
ん
と

欲
し
、
皮
膚
の
色
の
差
別
を
以
て
人
間
そ
の
も
の
の
相
違
で
で

も
あ
る
か
の
や
う
に
妄
断
し
、
か
く
し
て
我
ら
東
洋
人
を
自
己

の
安
逸
と
享
楽
と
の
た
め
に
順
使
し
奴
隷
化
せ
ん
と
欲
し
、
遂

に
東
亜
を
し
て
自
国
の
領
土
的
延
長
た
ら
し
め
や
う
と
す
る
非

望
を
敢
て
し
た
。
確
か
に
彼
ら
は
我
ら
よ
り
も
一
日
早
く
主
イ

エ
ス
の
福
音
を
知
っ
た
の
で
あ
り
、
我
ら
も
初
め
信
仰
に
召
さ

れ
た
の
は
彼
ら
の
福
音
宣
教
に
負
ふ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
率
直

に
認
む
る
に
吝
か
で
は
な
い
が
、
そ
の
彼
ら
が
今
日
飽
く
な
き

貪
り
と
支
配
慾
と
の
誘
惑
に
打
ち
負
か
さ
れ
、
聖
な
る
福
音
か

ら
脱
落
し
て
さ
ま
ざ
ま
の
誇
と
騎
慢
と
に
陥
り
、
如
何
に
貪
妾

と
偽
善
と
不
信
仰
と
を
作
り
出
し
た
か
を
眼
の
あ
た
り
見
て
、

全
く
戦
慄
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
か
く
の
如
き
形
態
を
採
る

に
至
っ
た
敵
米
英
の
基
督
教
は
、
自
己
を
絶
対
者
の
如
く
偶
像

化
し
、
嘗
て
使
徒
が
ま
と
も
に
其
の
攻
撃
に
終
始
し
た
ュ
ダ
ヤ

Ｊｊ∂
ＪｊＺ



ｉ‘

っ
た
。
而
も
緒
戦
以
来
皇
軍
に
よ
っ
て
挙
げ
ら
れ
た
諸
戦
果
と

そ
の
跡
に
打
樹
て
ら
れ
た
諸
事
実
と
は
、
我
が
日
本
の
聖
戦
の

意
義
を
愈
々
明
確
に
表
示
し
つ
つ
あ
る
で
は
な
い
か
。
彼
ら
の

不
正
と
不
義
か
ら
東
亜
諸
民
族
が
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
神
の
聖

な
る
意
志
で
あ
る
。
「
神
は
高
ぶ
る
者
を
胎
ぎ
、
謙
だ
る
者
に

恩
恵
を
与
へ
給
ふ
」
（
ヤ
コ
ブ
書
四
・
六
）
。
そ
れ
で
は
米
英
の

高
ぶ
り
は
何
に
よ
っ
て
排
撃
さ
れ
る
で
あ
ら
う
か
。
皇
軍
の
将

兵
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
地
上
の
正
義
の
た
め
に
立
ち
上
っ
た
東

亜
諸
民
族
の
手
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
そ
し
て
諸
君
の
民
族
が
こ

の
大
聖
戦
に
我
ら
日
本
と
共
に
同
甘
共
苦
、
所
期
の
目
的
を
達

成
す
る
ま
で
戦
ひ
抜
か
う
と
深
く
決
意
し
、
欣
然
参
加
協
力
せ

ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
東
亜
の
天
地
に
は
、
我
ら
日
本
人

と
共
に
諸
君
の
、
即
ち
大
東
亜
諸
民
族
の
一
大
解
放
の
戦
ひ
、

サ
タ
ン
の
狂
暴
に
対
す
る
一
大
殲
滅
戦
の
進
軍
を
告
ぐ
る
角
笛

は
高
ら
か
に
吹
き
鳴
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
聖
に
し
て
義
な
る

神
よ
、
願
は
く
は
起
き
給
へ
！
・
而
し
て
我
ら
の
出
で
ゆ
く
途

に
常
に
偕
に
在
し
て
、
行
手
を
照
し
助
け
導
き
給
へ
。
兄
弟
た

ち
よ
、
諸
君
と
我
ら
と
を
結
ぶ
第
一
の
絆
は
、
我
ら
が
相
共
に

こ
の
聖
戦
に
出
で
征
く
戦
友
同
志
で
あ
る
と
い
ふ
深
い
意
識
で

あ
る
。次

に
我
ら
を
種
々
の
相
違
に
も
拘
ら
ず
一
つ
に
結
ぶ
第
二
の
、

而
も
決
定
的
な
絆
は
、
我
ら
が
共
に
主
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
霊
的

し
か
し
我
々
の
罪
あ
る
被
造
的
な
、
相
対
的
な
決
意
と
努
力
と

業
と
を
通
じ
て
、
真
に
こ
の
命
令
を
成
し
遂
げ
給
ふ
者
は
、
我

ら
で
は
な
く
命
令
者
イ
エ
ス
ー
キ
リ
ス
ト
御
自
身
で
あ
り
、
た

だ
彼
の
み
で
あ
る
と
い
ふ
確
信
に
お
い
て
一
致
し
て
ゐ
る
と
信

ず
る
。
ま
た
こ
の
主
イ
エ
ス
は
、
神
を
愛
す
る
と
と
も
に
「
己

の
如
く
汝
の
隣
を
愛
す
べ
し
」
と
命
じ
給
う
た
。
我
ら
が
主
の

福
音
を
聞
い
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
必
然
的
に
こ
の
主
の
誠
命
に

聴
き
従
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
大
東
亜
共
栄

圏
の
理
想
は
、
こ
の
主
の
隣
人
愛
の
誠
を
信
仰
に
於
て
聞
き
、

服
従
の
行
為
に
よ
っ
て
実
践
躬
行
す
る
こ
と
を
我
ら
に
迫
る
。

我
ら
は
こ
の
主
の
誠
命
の
下
に
立
ち
、
凡
ゆ
る
障
害
を
排
し
て

一
直
線
に
前
進
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
必
然
の
道
に
お
い
て
我

ら
は
全
き
一
致
を
示
し
得
る
で
は
な
い
か
。
「
汝
ら
召
さ
れ
た

る
召
に
適
ひ
て
歩
み
、
平
和
の
繋
（
靭
帯
）
の
う
ち
に
勉
め
て

御
霊
の
賜
ふ
一
致
を
守
れ
」
（
エ
ペ
ソ
書
四
・
一
、
三
）
。
兄
弟

た
ち
よ
、
我
ら
は
牛
が
力
を
合
せ
て
輦
を
牽
く
や
う
に
、
こ
の

強
靭
な
る
紐
を
牽
い
て
ゆ
か
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
諸
君

と
我
ら
と
を
結
ぶ
第
二
の
決
定
的
な
索
縄
で
あ
る
。

第

二

章

愛
す
る
兄
弟
た
ち
よ
。

我
ら
は
諸
君
に
期
待
し
、
諸
君
を
信
頼
し
て
ゐ
る
。
諸
君
は

Ｊ７∂
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「

教団の海外活助第５章
的
基
督
者
と
同
一
の
型
に
嵌
っ
た
の
で
あ
る
。
「
汝
ュ
ダ
ヤ
人

と
称
へ
ら
れ
、
盲
人
の
手
引
、
暗
黒
に
を
る
者
の
光
明
、
愚
な

る
者
の
守
役
、
幼
児
の
教
師
な
り
と
自
ら
信
ず
る
者
よ
。
何
ゆ

ゑ
人
を
教
へ
て
己
を
教
へ
ぬ
か
。
租
む
勿
れ
と
宣
べ
て
自
ら
腐

む
か
。
姦
淫
す
る
勿
れ
と
言
ひ
て
姦
淫
す
る
か
。
偶
像
を
悪
み

て
宮
の
物
を
奪
ふ
か
」
（
ロ
マ
書
二
・
一
七
-
二
二
）
。
こ
れ
は

悉
く
先
進
基
督
教
国
を
以
て
自
認
す
る
彼
ら
の
所
業
に
当
嵌
っ

て
は
ゐ
な
い
で
あ
ら
う
か
。
彼
ら
が
も
し
こ
の
や
う
な
自
己
の

罪
に
目
覚
め
、
悔
改
を
な
し
、
一
日
後
れ
て
信
じ
た
我
ら
と
同

一
線
上
に
立
っ
て
始
め
て
信
ず
る
者
の
如
く
日
毎
に
主
を
告
白

す
る
純
真
な
信
仰
を
有
っ
て
ゐ
た
な
ら
ば
、
か
か
る
反
聖
書
的

な
東
亜
政
策
を
採
る
に
到
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。
彼
ら
が
若

し
主
へ
の
真
の
従
順
と
奉
仕
と
を
日
毎
に
決
断
し
実
行
し
て
ゐ

た
な
ら
、
自
国
の
内
外
の
政
治
軍
事
経
済
文
化
の
凡
ゆ
る
領
域

に
亘
っ
て
あ
の
や
う
な
敗
退
と
混
乱
と
を
演
じ
な
い
で
す
ん
だ

で
あ
ら
う
。

我
ら
は
聖
書
に
基
く
洞
察
と
認
識
と
に
よ
っ
て
彼
ら
の
現
状

を
憐
む
と
共
に
、
こ
の
不
正
不
義
を
許
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と

し
て
憎
ま
ず
に
は
ゐ
ら
れ
な
い
。

日
本
は
こ
の
敵
性
国
家
群
の
不
正
義
に
対
し
て
凡
ゆ
る
平
和

的
手
段
に
出
で
た
る
に
拘
ら
ず
、
彼
ら
の
傲
慢
は
遂
に
之
を
容

れ
ず
、
日
本
は
自
存
自
衛
の
必
要
上
敢
然
と
干
戈
を
取
っ
て
立

に
彼
の
所
属
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
我
ら
の
生
と

死
に
於
け
る
唯
一
の
慰
め
で
あ
り
、
教
会
の
主
で
あ
り
給
ふ
。

我
ら
は
こ
の
天
地
の
主
な
る
神
の
御
言
ま
た
御
子
が
肉
体
を
取

り
、
我
ら
の
如
き
も
の
の
一
人
と
し
て
、
我
ら
の
兄
弟
と
し
て

今
此
処
に
立
ち
給
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
等
の
代
償
無
く
し
て
、

唯
御
恩
寵
に
由
り
主
イ
エ
ス
の
兄
弟
と
し
て
の
破
格
の
待
遇
に

浴
し
、
一
切
の
罪
を
赦
さ
れ
、
罪
と
死
と
の
彼
岸
に
あ
る
永
遠

の
生
命
の
約
束
に
与
る
神
の
子
た
ち
の
新
し
い
身
分
に
移
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
信
仰
者
の
生
に
と
っ
て
こ
の
主
を
認
識
し
、
こ

の
主
に
奉
仕
す
る
こ
と
以
上
に
貴
重
な
る
財
産
は
何
一
つ
な
い
。

兄
弟
た
ち
よ
、
我
ら
は
、
こ
の
信
仰
の
認
識
と
奉
仕
と
を
、
こ

の
感
謝
と
讃
美
と
を
、
我
ら
よ
り
奪
ひ
去
り
う
る
も
の
は
何
一

つ
と
し
て
な
い
と
い
ふ
確
信
に
於
て
一
致
し
て
ゐ
る
。
こ
の
主

よ
り
賜
は
り
た
る
貴
き
福
音
の
富
を
、
我
ら
の
同
胞
と
隣
人
に

持
ち
運
ぶ
愛
の
委
託
を
我
ら
よ
り
奪
ひ
う
る
も
の
は
何
一
っ
と

し
て
な
い
の
で
あ
る
。
「
而
し
て
御
国
の
こ
の
喜
び
の
對
儲
は

も
ろ
も
ろ
の
民
族
へ
の
証
言
と
し
て
全
世
界
に
亘
っ
て
宣
伝
へ

ら
れ
ん
」
（
マ
タ
イ
伝
二
四
・
一
四
）
。
我
ら
が
か
か
る
約
束
を

賜
は
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
福
音
宣
教
の
唯
一
の
命
令
に
縛
り

付
け
ら
れ
た
と
い
ふ
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
我
ら
は
罪
人
た
る

我
ら
の
業
や
言
に
頼
っ
て
、
ど
れ
だ
け
こ
の
約
束
を
実
証
し
。

ど
れ
だ
け
こ
の
命
令
を
果
し
う
る
で
あ
ら
う
か
を
知
ら
な
い
。
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「
凡
そ
真
な
る
こ
と
、
凡
そ
尊
ぶ
べ
き
こ
と
、
凡
そ
正
し
き
こ

と
、
凡
そ
潔
よ
き
こ
と
、
凡
そ
愛
す
べ
き
こ
と
、
凡
そ
令
聞
あ

る
こ
と
、
如
何
な
る
徳
、
い
か
な
る
誉
に
て
も
汝
ら
こ
れ
を
念

ひ
」
（
ピ
リ
ピ
書
四
・
ハ
）
こ
れ
を
認
む
る
に
吝
か
で
な
い
で

あ
ら
う
こ
と
を
。
こ
の
大
東
亜
戦
争
遂
行
に
あ
た
っ
て
、
我
が

日
本
と
日
本
国
民
と
が
如
何
な
る
高
遠
の
理
想
と
抱
負
と
を
懐

い
て
ゐ
る
か
は
、
次
第
に
諸
君
の
了
解
さ
れ
つ
つ
あ
る
所
で
あ

ら
う
。
我
ら
も
亦
政
治
経
済
文
化
の
各
部
面
で
諸
君
と
提
携
す

る
た
め
に
腐
心
し
挺
身
し
つ
つ
あ
る
我
が
朝
野
の
、
軍
官
民
の

先
達
た
ち
の
報
告
に
よ
っ
て
、
諸
君
の
中
に
我
ら
の
学
ぶ
べ
き

「
凡
そ
愛
す
べ
き
こ
と
、
凡
そ
令
聞
あ
る
べ
き
こ
と
」
の
あ
る

を
聞
き
知
り
、
尊
敬
と
共
感
と
親
愛
の
情
を
覚
え
、
諸
君
に
強

く
牽
か
る
る
思
ひ
が
す
る
。
諸
君
が
地
域
の
如
何
を
問
は
ず
、

文
化
の
傾
向
を
論
ぜ
ず
、
よ
き
も
の
に
共
感
し
、
尊
き
も
の
を

尊
し
と
す
る
公
明
正
大
の
心
を
有
ち
、
敵
性
国
民
の
無
責
任
に

し
て
放
縦
な
る
個
人
主
義
と
は
全
く
類
を
異
に
す
る
こ
と
を
確

信
す
る
。
而
も
諸
君
は
人
間
の
個
性
的
な
面
に
於
て
ま
こ
と
に

深
き
も
の
を
包
蔵
し
、
各
自
の
職
域
に
あ
っ
て
飽
く
ま
で
も
自

己
の
深
い
信
念
に
生
き
、
そ
れ
と
密
接
に
繋
っ
て
ゐ
る
高
い
公

の
犠
牲
的
精
神
を
備
へ
て
ゐ
ら
る
る
様
子
を
聞
く
に
及
ん
で
、

早
く
諸
君
の
風
貌
に
接
し
た
い
と
願
ふ
念
ひ
や
切
で
あ
る
。
神

若
し
許
し
給
は
ば
い
っ
か
我
ら
は
諸
君
の
許
に
往
き
、
諸
君
も

兄
弟
た
ち
よ
。
諸
君
は
使
徒
が
「
凡
そ
真
な
る
こ
と
、
凡
そ

尊
ぶ
べ
き
こ
と
」
と
語
っ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
、
単
に
教

会
の
中
な
る
諸
徳
に
つ
い
て
云
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
教
会

の
外
の
一
般
社
会
の
中
に
あ
る
斯
く
の
如
き
も
の
を
、
思
念
せ

よ
、
尊
敬
せ
よ
、
と
云
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
事
を
十
分
御
承
知

と
思
ふ
。
こ
の
美
徳
を
慕
ふ
感
情
に
お
い
て
も
諸
君
は
我
ら
と

一
つ
で
あ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
分
裂
崩
潰
の
前
夜
に
あ
る
個
人

主
義
西
欧
文
明
が
未
だ
一
度
も
識
ら
な
か
っ
た
「
凡
そ
尊
ぶ
べ

き
も
の
」
が
、
東
洋
に
は
残
っ
て
ゐ
る
。
我
ら
は
こ
の
東
洋
的

な
も
の
が
、
今
後
の
全
世
界
を
導
き
救
ふ
で
あ
ら
う
と
い
ふ
希

望
と
信
念
に
お
い
て
諸
君
と
一
致
し
て
ゐ
る
。
全
世
界
を
ま
こ

と
に
指
導
し
救
済
し
う
る
も
の
は
、
世
界
に
冠
絶
せ
る
万
邦
無

比
な
る
我
が
日
本
の
国
体
で
あ
る
と
言
ふ
事
実
を
、
信
仰
に
よ

っ
て
判
断
し
つ
つ
我
ら
に
信
頼
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
。

諸
君
の
既
に
屡
々
聞
き
知
っ
て
ゐ
ら
れ
る
や
う
に
、
我
ら
日

本
人
の
祖
先
は
非
常
に
謙
虚
に
、
而
も
積
極
的
に
、
心
を
打
ち

開
い
て
外
来
の
文
化
を
摂
取
し
た
の
で
あ
る
。
中
国
よ
り
は
、

君
ら
の
優
れ
た
る
父
祖
で
あ
る
孔
、
孟
の
教
を
。
印
度
よ
り
は
、

君
た
ち
の
聖
者
釈
迦
を
開
祖
と
す
る
仏
教
と
之
と
共
に
印
度
文

明
を
。
而
も
我
ら
の
先
祖
た
ち
は
決
し
て
当
時
の
先
進
諸
外
国

の
文
化
に
心
酔
し
た
の
で
な
く
、
非
常
に
博
大
な
心
と
謙
虚
な

思
ひ
を
も
っ
て
之
を
摂
取
し
習
得
し
た
の
み
な
ら
ず
、
高
い
強

我
ら
の
許
に
来
っ
て
、
互
に
個
人
的
に
親
し
く
相
交
り
、
顔
と

顔
と
を
合
せ
て
相
識
り
、
か
た
く
手
を
握
り
合
ふ
こ
と
も
許
さ

れ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
我
ら
も
諸
君
自
身
を
相
識
る
こ
と
浅

い
如
く
、
諸
君
も
亦
我
が
日
本
の
真
の
姿
を
識
る
こ
と
に
於
て

未
だ
不
十
分
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
乞
ふ
、
我
ら
が
今
少
し

く
「
大
胆
に
誇
り
て
言
ふ
」
（
コ
リ
ン
ト
後
書
一
一
・
一
七
）

こ
と
を
許
せ
。

抑
々
我
が
日
本
帝
国
は
、
万
世
一
系
の
天
皇
こ
れ
を
統
治

し
給
ひ
、
国
民
は
皇
室
を
宗
家
と
仰
ぎ
、
天
皇
は
国
民
を
顧

み
給
ふ
こ
と
親
の
子
に
お
け
る
が
如
き
慈
愛
を
以
て
し
給
ひ
、

国
民
は
忠
孝
一
本
の
高
遠
な
る
道
徳
に
生
き
、
こ
の
国
柄
を
遠

き
祖
先
よ
り
末
々
の
子
孫
に
伝
へ
っ
ゝ
あ
る
一
大
家
族
国
家
で

あ
る
。
我
ら
国
民
は
、
畏
く
も
民
を
思
ひ
民
安
か
れ
と
祈
り
給

ふ
天
皇
の
御
徳
に
応
へ
奉
り
、
こ
の
大
君
の
た
め
に
己
自
身

は
申
す
ま
で
も
な
く
親
も
子
も
、
夫
も
妻
も
、
家
も
郷
も
、
悉

く
を
捧
げ
て
忠
誠
の
限
り
を
致
さ
ん
と
日
夜
念
願
し
て
ゐ
る
の

で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
諸
君
が
既
に
大
東
亜
戦
争
下
皇
軍
将
士

の
世
界
を
驚
倒
せ
し
む
る
勇
猛
果
敢
な
働
き
を
み
て
、
そ
の
背

後
に
潜
む
神
秘
な
力
と
し
て
感
付
い
て
ゐ
ら
る
る
所
で
あ
ら
う

が
、
一
度
で
も
我
国
の
歴
史
を
ひ
も
と
い
た
者
は
、
そ
の
各
頁

が
こ
の
精
神
に
充
ち
満
ち
て
ゐ
る
こ
と
に
驚
異
せ
ら
れ
る
に
違

ひ
な
い
。

Ｍ

い
国
体
へ
の
信
念
と
之
に
基
く
自
主
性
に
立
っ
て
、
こ
れ
を
我

国
振
り
に
副
ふ
や
う
に
醇
化
し
日
本
化
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

か
の
聖
徳
太
子
の
準
備
せ
ら
れ
中
大
兄
皇
子
の
完
成
し
給
う
た

大
化
の
改
新
は
、
支
那
古
代
の
儒
教
と
制
度
文
化
が
日
本
化
し

て
具
現
さ
れ
た
最
初
の
結
実
で
あ
る
。
次
に
我
が
鎌
倉
時
代
の

日
本
仏
教
特
に
道
元
の
開
い
た
日
本
禅
は
、
印
度
の
仏
教
が
中

国
を
経
て
我
国
の
土
壌
に
吸
収
消
化
さ
れ
、
之
に
全
く
日
本
的

な
新
生
面
を
開
い
た
も
の
で
、
こ
の
時
代
以
後
我
が
国
民
精
神

の
基
調
と
な
り
日
本
武
士
道
の
培
餐
の
素
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
又
支
那
の
曇
鸞
、
善
導
の
浄
土
門
信
仰
は
、
日
本
の
法
然
、

親
鸞
に
よ
っ
て
世
界
の
宗
教
学
者
達
が
驚
歎
す
る
ほ
ど
の
絶
対

恩
寵
宗
教
の
立
場
に
醇
化
発
展
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。
我
が
飛

鳥
天
平
の
文
化
、
平
安
時
代
の
文
芸
よ
り
、
鎌
倉
時
代
の
武
芸
、

禅
学
、
彫
刻
に
い
た
る
ま
で
、
更
に
室
町
、
安
土
、
桃
山
時
代

の
豪
華
な
る
建
築
、
茶
道
、
絵
画
、
江
戸
時
代
の
儒
学
、
国
学
、

蘭
学
よ
り
、
さ
て
は
明
治
維
新
以
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
摂

取
醇
化
に
い
た
る
ま
で
、
凡
て
日
本
人
の
深
い
謙
虚
さ
と
己
を

失
は
な
い
高
い
信
念
と
の
所
産
で
な
い
も
の
は
な
い
。
我
ら
の

父
祖
は
此
等
の
外
国
の
よ
き
も
の
を
虚
心
但
懐
に
学
ば
う
と
し

た
と
共
に
、
深
い
批
評
精
神
に
基
い
て
之
に
創
意
を
加
へ
、
日

本
化
し
、
独
得
の
日
本
文
化
を
産
出
し
、
今
日
の
隆
盛
を
い
た
ー

し

た

の

で

あ

る

。

認
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か
く
の
如
き
歴
史
の
盛
観
を
現
出
す
る
こ
と
を
得
た
所
以
は
、

日
本
梢
神
の
創
造
的
活
動
の
根
低
に
蔽
乎
た
る
尊
厳
無
比
の
国

体
が
存
し
た
る
に
由
る
。
殊
に
外
来
文
化
の
摂
取
に
当
っ
て
指

導
者
達
が
常
に
新
文
化
の
先
覚
者
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
日
本
精

神
が
如
何
に
強
靭
に
し
て
而
も
柔
軟
性
に
富
ん
で
ゐ
る
か
を
物

語
る
。
ま
こ
と
に
霊
峰
富
士
に
象
徴
せ
ら
る
る
明
る
き
清
き
直

き
心
で
あ
る
。

右
の
如
き
大
精
神
は
、
た
だ
日
本
の
国
土
内
に
留
ま
る
に
は

あ
ま
り
に
崇
高
に
し
て
広
大
無
辺
で
あ
る
。
今
よ
り
十
余
年
前

に
独
立
し
爾
来
益
々
発
展
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
満
洲
帝
国
と
い
ひ
、

我
ら
と
協
力
し
て
敵
米
英
に
宣
戦
し
た
中
華
民
国
と
い
ひ
、
盟

邦
泰
国
、
過
ぐ
る
日
独
立
を
祝
祭
し
た
新
生
ビ
ル
マ
国
家
、
最

近
独
立
し
て
新
政
府
を
組
織
し
た
我
ら
の
兄
弟
フ
イ
リ
ツ
ピ
ン
、

そ
の
他
如
何
な
る
地
域
い
か
な
る
辺
境
と
い
へ
ど
も
、
恰
も
太

陽
が
万
物
を
光
被
化
育
す
る
や
う
に
、
こ
の
大
精
神
に
照
し
掩

は
れ
て
ゐ
な
い
も
の
は
な
く
、
相
共
に
深
い
決
意
を
以
て
互
に

扶
け
、
互
に
尊
敬
し
、
互
に
愛
し
、
正
義
と
共
栄
と
の
美
し
い

国
土
を
東
亜
の
天
地
に
建
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
神
の
国
を
さ

な
が
ら
に
地
上
に
出
現
せ
し
め
る
こ
と
は
、
我
ら
基
督
者
に
し

て
こ
の
東
亜
に
生
を
享
け
し
者
の
衷
心
の
祈
念
で
あ
り
、
最
高

の
義
務
で
あ
る
と
信
ず
る
。

ツ
ク
教
会
の
基
督
教
で
あ
っ
て
ヽ
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
伝

道
は
明
治
維
新
以
後
近
代
日
本
国
家
が
世
界
に
向
っ
て
開
国
し

た
の
ち
の
こ
と
で
あ
る
。
当
時
武
士
の
子
弟
に
し
て
青
雲
の
志

を
抱
く
前
途
有
為
の
青
年
達
が
、
宣
教
師
の
開
き
し
聖
書
学
校

に
最
初
は
英
語
を
学
ば
う
と
し
て
集
ひ
来
っ
た
が
、
実
に
測
り

が
た
き
神
の
恩
恵
に
よ
っ
て
彼
等
の
中
の
或
る
人
々
に
御
言
の

種
が
植
え
っ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
深
山
保
羅
、
新
島
襄
、

本
多
庸
】
、
植
村
正
久
、
海
老
名
弾
正
、
小
崎
弘
道
等
み
な
純

然
た
る
日
本
武
士
が
、
此
の
教
を
聴
く
に
及
ん
で
そ
の
中
に
日

本
武
士
道
に
通
ず
る
深
い
奥
義
の
秘
め
ら
れ
て
あ
る
を
悟
り
、

曹
に
一
人
の
基
督
教
信
徒
た
り
し
の
み
な
ら
ず
、
進
ん
で
イ
エ

ス
の
命
令
「
汝
は
往
き
て
宣
伝
へ
よ
」
に
全
心
全
霊
を
以
て
従

ひ
、
パ
ウ
ロ
の
如
く
「
然
れ
ど
母
の
胎
を
出
で
し
よ
り
我
を
選

び
別
ち
、
そ
の
恩
恵
を
も
て
召
し
給
へ
る
者
」
の
声
を
聴
き
。

「
御
子
を
我
が
内
に
顕
し
て
其
の
福
音
を
異
邦
人
に
宣
伝
へ
し

む
る
を
可
し
と
し
給
へ
る
時
」
と
い
ふ
信
仰
と
自
覚
と
の
下
に
、

御
言
を
こ
の
国
土
と
同
胞
と
の
間
に
持
ち
運
ば
う
と
深
く
決
意

し
た
。
彼
ら
は
走
っ
た
。
併
し
彼
ら
と
共
に
御
言
が
。
主
御
自

身
が
走
り
給
う
た
。
彼
ら
は
倒
れ
も
し
た
。
併
し
主
は
彼
ら
と

共
に
倒
れ
給
は
ぬ
。
福
音
の
宣
教
は
未
だ
数
少
き
幼
い
教
会
に

よ
っ
て
大
胆
に
行
は
れ
た
。
こ
の
様
子
を
看
て
宣
教
師
た
ち
は

驚
い
た
。
そ
し
て
心
あ
る
者
は
秘
か
に
考
へ
た
と
云
ふ
。
「
日

第

三

章

我
国
の
有
力
な
基
督
者
の
一
人
で
あ
る
内
村
鑑
三
は
、
当
時

欧
米
文
明
の
浩
々
た
る
輸
入
と
憧
憬
と
の
支
配
し
て
ゐ
た
時
代

風
潮
の
中
に
あ
っ
て
「
世
界
は
畢
竟
基
督
教
に
よ
り
て
救
は
る

る
の
で
あ
る
。
而
か
も
武
士
道
の
上
に
接
木
せ
ら
れ
た
る
基
督

教
に
由
り
て
救
は
れ
る
の
で
あ
る
」
と
喝
破
し
た
。
彼
は
夙
に

欧
米
の
特
に
米
国
の
宣
教
師
が
成
功
と
称
し
て
勢
力
と
利
益
と

快
楽
と
を
追
求
す
る
信
仰
を
非
信
仰
と
し
て
排
斥
し
、
宣
教
師

の
一
日
も
早
く
日
本
よ
り
退
散
し
て
、
日
本
人
の
手
に
よ
る
日

本
国
自
生
の
基
督
教
の
必
要
を
叫
ん
だ
先
覚
者
で
あ
る
。

彼
の
予
言
は
ま
た
諸
君
に
も
当
嵌
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
心
あ

る
士
が
既
に
考
へ
ら
れ
て
ゐ
る
や
う
に
、
大
東
亜
に
は
大
東
亜

の
伝
統
と
歴
史
と
民
族
性
と
に
即
し
た
「
大
東
亜
の
基
督
教
」

が
樹
立
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
我
ら
は
今
信
仰
に
お
け
る
喜
び
と

感
謝
と
誇
り
と
を
も
っ
・
て
、
日
本
に
は
日
本
の
社
会
と
伝
統
と

民
族
性
と
に
基
い
た
独
得
の
日
本
の
基
督
教
会
が
建
設
さ
れ
る

に
至
っ
た
。
而
も
そ
れ
が
愈
々
確
立
し
つ
つ
あ
る
と
い
ふ
事
実

を
報
じ
た
い
の
で
あ
る
。
今
そ
の
日
本
基
督
教
確
立
の
歴
史
的

沿
革
と
独
自
固
有
の
性
格
と
を
簡
略
に
述
べ
た
い
と
思
ふ
。

日
本
に
基
督
教
が
渡
来
し
た
の
は
、
遠
く
天
文
十
八
年
（
一

五
四
九
）
に
フ
ラ
ン
シ
ス
ー
ザ
ヴ
イ
エ
ル
が
最
初
の
宣
教
師
と

し
て
来
朝
し
た
こ
と
に
遡
る
。
し
か
し
こ
れ
は
ロ
マ
ー
カ
ト
リ

本
人
は
変
っ
て
ゐ
る
。
日
本
人
の
伝
道
は
日
本
人
の
手
に
委
ね
『

る
べ
き
で
あ
る
』
と
。
か
く
し
て
日
本
に
於
け
る
『
使
徒
行

伝
』
は
彼
ら
初
代
伝
道
者
先
覚
者
た
ち
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い

っ
た
。
或
時
は
同
胞
の
無
理
解
と
侮
蔑
と
嘲
笑
を
買
っ
た
が
此

や
う
な
状
況
下
に
次
第
に
信
ず
る
者
の
数
増
し
加
へ
ら
れ
、
日

本
の
基
督
教
会
は
生
ひ
立
っ
て
い
っ
た
。
主
イ
エ
ス
は
彼
ら
の

真
実
な
活
動
に
よ
っ
て
こ
の
国
に
益
々
偉
大
と
な
り
、
彼
ら
の

弱
き
と
き
に
彼
等
の
中
に
神
の
力
を
も
っ
て
強
く
在
し
た
。
こ

と
に
基
督
教
は
日
本
武
士
道
に
接
樹
さ
れ
、
儒
教
と
仏
教
と
に

よ
っ
て
最
善
の
地
な
ら
し
を
さ
れ
た
日
本
精
神
の
土
壌
に
根
を

下
し
花
を
開
き
結
実
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

初
代
先
覚
者
に
よ
っ
て
薫
陶
さ
れ
た
第
二
、
第
三
の
後
継
者

た
ち
も
大
君
に
捧
ぐ
る
清
明
心
と
隣
人
を
敬
愛
す
る
情
誼
と
千

万
人
と
い
へ
ど
も
我
往
か
ん
と
い
ふ
勇
気
と
を
以
て
地
上
的
】

切
の
栄
達
を
擲
ち
、
キ
リ
ス
ト
に
把
へ
ら
れ
っ
っ
後
の
も
の
を

忘
れ
前
方
の
目
標
を
追
ひ
求
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
個
人
主

義
・
自
然
主
義
・
社
会
主
義
・
無
政
府
主
義
・
共
産
主
義
な
ど

の
諸
思
想
が
猛
り
狂
ひ
、
怒
濤
の
如
く
押
寄
せ
て
来
る
大
正
時

代
よ
り
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
、
能
く
之
に
戦
を
挑
み
、
キ
リ

ス
ト
の
真
理
を
護
り
、
肇
国
の
大
義
に
生
き
抜
い
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
日
本
基
督
教
の
指
導
者
た
ち
を
偲
ぶ
に
っ
け
て
も
、
我

国
体
の
本
義
と
日
本
精
神
の
美
し
く
し
て
厳
し
い
も
の
が
遺
憾

ｊ２２ｊ２Ｊ

ユ
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な
く
発
揚
せ
ら
れ
た
る
事
実
を
想
起
し
感
慨
無
量
で
あ
る
。

而
し
て
遂
に
名
実
と
も
日
本
の
基
督
教
会
を
樹
立
す
る
の
日

は
来
た
。
我
が
皇
紀
二
千
六
百
年
の
祝
典
の
盛
儀
を
前
に
し
て

我
ら
日
本
の
基
督
教
諸
教
会
諸
教
派
は
東
都
の
一
角
に
集
ひ
、

神
と
国
と
の
前
に
こ
れ
ら
諸
教
派
の
在
来
の
伝
統
、
價
習
、
機

構
、
教
理
の
一
切
の
差
別
を
払
拭
し
、
全
く
外
国
宣
教
師
た
ち

の
精
神
的
・
物
質
的
援
助
と
祠
絆
か
ら
脱
却
、
独
立
し
、
諸
教

派
を
打
っ
て
一
丸
と
す
る
一
国
一
教
会
と
な
り
て
、
世
界
教
会

史
上
先
例
と
類
例
を
見
ざ
る
驚
異
す
べ
き
事
実
が
出
来
し
た
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
た
だ
神
の
恵
の
佑
助
に
の
み
よ
る
我
ら
の
久

し
き
祈
の
聴
許
で
あ
る
と
共
に
、
我
が
国
体
の
尊
厳
無
比
な
る

茎
礎
に
立
ち
、
天
業
翼
賛
の
皇
道
倫
理
を
身
に
体
し
た
る
日
本

人
基
督
者
に
し
て
始
め
て
能
く
為
し
得
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

か
か
る
経
過
を
経
て
成
立
し
た
も
の
が
、
こ
こ
に
諸
君
に
呼

び
か
け
語
っ
て
ゐ
る
「
日
本
基
督
教
団
」
で
あ
る
。
そ
の
後
教

団
統
理
者
は
、
畏
く
も
宮
中
に
参
内
、
賜
謁
の
恩
典
に
浴
す
る

と
い
ふ
破
格
の
光
栄
に
与
り
、
教
団
の
一
同
は
大
御
心
の
有
難

さ
に
感
泣
し
、
一
意
宗
教
報
国
の
熱
意
に
燃
え
、
大
御
心
の
万

分
の
一
に
も
応
へ
奉
ら
う
と
深
く
決
意
し
た
の
で
あ
る
。

本
年
四
月
に
は
在
来
の
諸
学
校
が
教
団
立
神
学
校
と
し
て
統

一
さ
れ
、
教
団
の
制
度
組
織
も
形
式
内
容
も
日
々
に
整
備
せ
ら

れ
、
全
一
体
た
る
教
会
の
実
を
益
々
具
現
し
っ
こ
の
る
。
之
を

神
的
本
質
と
は
全
く
異
質
の
人
間
的
本
性
を
身
に
纏
ひ
、
人
と

成
り
給
ひ
、
そ
れ
の
み
な
ら
ず
更
に
進
ん
で
我
ら
の
た
め
に
十

字
架
上
に
苦
し
み
、
死
し
、
こ
の
彼
の
途
を
地
の
底
な
き
と
こ

ろ
に
ま
で
進
み
給
う
た
。
而
し
て
父
な
る
神
の
意
志
に
我
ら
に

代
っ
て
完
全
に
従
ひ
給
う
た
。
こ
こ
に
神
の
人
間
に
向
っ
て
な

し
給
う
た
宥
和
と
啓
示
と
の
行
動
は
、
隠
さ
れ
つ
つ
し
か
も
現

実
に
起
っ
た
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
神
は
彼
を
死
の
床
よ
り
起
し
給
う

た
。
死
人
の
中
よ
り
甦
へ
ら
し
め
給
う
た
。
さ
う
し
て
彼
の
死

人
の
復
活
を
我
ら
の
救
ひ
、
助
け
、
力
と
し
て
栄
光
の
中
に
証

示
し
給
う
た
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
イ
エ
ス
は
教
会
と
共
に
全

世
界
に
父
を
示
し
た
予
言
者
で
あ
り
、
教
会
と
共
に
全
世
界
に

代
っ
て
父
の
許
に
執
成
を
な
し
給
う
た
祭
司
で
あ
り
、
全
教
会

の
主
に
て
在
し
給
ふ
。

兄
弟
た
ち
よ
。
我
々
は
こ
の
キ
リ
ス
ト
を
証
し
す
る
証
人
で

あ
り
、
彼
の
体
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
銘
記
し
よ
う
で
は
な
い

か
。
彼
よ
り
こ
の
宥
和
を
宣
伝
へ
る
職
務
を
賜
は
っ
て
ゐ
な
い

者
は
彼
の
恩
寵
を
受
け
て
ゐ
る
と
は
い
へ
な
い
。
彼
な
し
に
は

失
は
れ
て
を
り
彼
に
於
て
の
み
救
の
約
束
を
も
っ
て
ゐ
る
全
世

界
の
、
戒
造
物
の
嘆
き
を
聞
か
な
い
で
は
、
我
ら
は
教
会
の
主

の
御
声
を
聞
い
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
我
ら
大
東
亜
の
基
督
者

が
同
胞
諸
民
族
の
間
で
こ
の
主
の
光
を
反
射
し
て
か
ら
輝
い
て

ゐ
な
け
れ
ば
、
光
を
有
っ
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
。
ナ
ザ
レ
の
イ

国
史
に
徴
す
る
も
一
大
盛
事
と
謂
ふ
べ
く
、
之
を
古
よ
り
闘
争

に
終
始
し
た
西
欧
の
教
会
史
に
徴
す
る
も
、
完
に
主
の
日
の
予

兆
の
大
な
る
標
識
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
「
遂
に
一
つ
の
群

一
人
の
牧
者
と
な
る
べ
し
」
【
ョ
ハ
ネ
伝
】
○
・
ヱ
ハ
）

第

四

章

我
ら
の
敬
愛
す
る
兄
弟
た
ち
よ
。

我
ら
は
諸
君
に
我
ら
の
信
仰
を
告
白
し
我
ら
の
衷
情
を
彼
歴

し
た
こ
の
長
い
書
翰
を
結
ぶ
前
に
今
少
し
く
熟
慮
し
て
頂
き
た

い
こ
と
が
あ
る
。
使
徒
パ
ウ
ロ
が
ピ
リ
ピ
の
教
会
に
勧
め
て
ゐ

る
や
う
に
、
我
ら
は
キ
リ
ス
ト
の
慰
め
に
よ
っ
て
呼
び
か
け
ら

れ
て
ゐ
る
者
と
し
て
同
じ
愛
と
同
じ
思
念
と
を
懐
き
Ｉ
っ
と
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
ら
は
敵
性
国
民
ら
の
基
督
教
に
の

み
な
ら
ず
、
我
ら
自
ら
の
中
に
も
、
自
己
に
立
ち
、
己
を
高
し

と
し
、
他
を
己
に
優
れ
り
と
な
し
得
ぬ
罪
が
「
唯
一
つ
の
事
」

（
ピ
リ
ピ
書
二
・
二
）
を
念
は
う
と
欲
せ
ざ
る
人
間
固
有
の
分

裂
的
遠
心
作
用
が
働
い
て
ゐ
る
こ
と
を
人
間
存
在
の
秘
奥
の
底

に
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
キ
リ
ス
ト
は
か
か
る
我
ら
に
代
っ
て

我
ら
の
成
し
得
ず
又
成
さ
う
と
欲
し
な
い
所
を
成
し
遂
げ
給
う

た
。
即
ち
彼
は
神
の
子
で
あ
り
神
と
同
等
の
者
で
あ
り
給
う
た

が
、
こ
の
彼
の
本
来
固
有
の
所
有
を
さ
へ
我
ら
人
間
の
如
く
固

執
す
る
こ
と
を
事
と
し
給
は
ず
、
却
て
己
を
空
虚
に
し
、
己
の

エ
ス
の
、
使
信
と
犠
牲
の
死
と
権
能
の
証
示
と
こ
そ
、
我
ら
の
慰

め
で
あ
る
。
た
だ
に
我
ら
基
督
者
の
み
な
ら
ず
、
我
ら
の
属
す

る
大
東
亜
諸
民
族
の
慰
め
で
あ
る
。
彼
の
中
に
我
ら
の
途
の
終

が
あ
る
と
共
に
凡
て
の
人
の
一
切
の
途
の
終
が
あ
る
。
彼
の
中

に
我
ら
の
途
の
始
が
あ
る
と
共
に
我
ら
の
同
胞
凡
て
の
生
く
る

途
の
真
の
発
端
が
あ
る
。
こ
の
事
こ
そ
我
ら
の
希
望
で
あ
る
。

音
に
我
ら
基
督
者
の
み
な
ら
ず
、
東
亜
諸
民
族
の
希
望
で
あ
る
。

繰
返
し
て
云
ふ
。
か
の
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
に
よ
っ
て
捨
て
ら
れ
、

天
地
の
主
な
る
神
に
よ
っ
て
栄
光
の
中
に
証
示
さ
れ
給
へ
る
者
、

彼
が
我
ら
教
会
と
そ
の
肢
の
み
な
ら
ず
全
世
界
の
慰
め
で
あ
る
。

我
ら
が
様
々
の
運
命
と
謎
と
苦
難
と
死
と
の
中
に
存
在
し
つ
つ

而
も
そ
こ
で
生
命
へ
の
信
頼
を
有
ち
得
る
基
礎
は
、
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
の
栄
光
の
日
に
於
て
、
天
地
の
更
新
に
於
て
顕
示
せ

ら
れ
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
我
ら
の
希
望
で
あ
る
。

兄
弟
た
ち
よ
、
我
ら
は
こ
の
慰
と
こ
の
希
望
と
を
一
つ
に
す

る
が
ゆ
ゑ
に
、
同
じ
愛
、
同
じ
思
念
の
中
に
Ｉ
っ
と
な
ら
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
。
隣
人
愛
の
高
き
誠
命
の
中
に
あ
の
福
音
を
聞
き

信
じ
つ
つ
大
東
亜
共
栄
圏
の
建
設
と
い
ふ
地
上
に
於
け
る
次
の

目
標
に
全
人
を
挙
げ
全
力
を
尽
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
ら
は

こ
の
信
仰
と
こ
の
希
望
と
こ
の
愛
と
を
一
つ
に
す
る
者
共
で
あ

る
か
ら
、
同
じ
念
ひ
、
共
同
の
戦
友
意
識
、
掌
固
な
る
精
神
的

靭
帯
に
一
つ
に
結
び
合
は
さ
れ
て
、
不
義
を
挫
き
、
正
義
と
愛

Ｊ２，７Ｊ２、５
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の
共
栄
圏
を
樹
立
す
る
た
め
に
こ
の
戦
争
を
最
後
ま
で
戦
ひ
ぬ

か
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
我
ら
は
こ
の
こ
と
を
諸
君
に
語
る
前
に

自
分
自
ら
に
語
つ
て
ゐ
る
。
我
ら
の
盟
友
に
し
て
戦
友
よ
！

「
汝
ら
キ
リ
ス
ト
ー
イ
エ
ス
の
よ
き
兵
卒
と
し
て
我
ら
と
共
に

苦
難
を
忍
べ
」
（
テ
モ
テ
後
書
二
・
三
）
。

我
ら
は
祈
る
。
キ
リ
ス
ト
の
恩
恵
、
父
な
る
神
の
愛
、
聖
霊

の
交
際
、
我
ら
が
そ
の
実
現
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
望
み

て
止
ま
ざ
る
大
東
亜
共
栄
圏
の
凡
て
の
兄
弟
姉
妹
の
上
に
あ
ら

ん
こ
と
を
。
ア
ア
メ
ン
。

ぎ
、
栗
原
も
教
団
主
事
と
し
て
こ
の
業
務
を
担
当
し
た
。

資
料
１
３
７
は
、
東
亜
局
が
満
州
キ
リ
ス
ト
教
開
拓
村
建
設
事
業
を
継

承
し
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
っ
た
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
手
書
き
の

記
録
（
罫
紙
、
ｗ
Ｈ
ｍ
×
ｍ
ｌ
一
〇
頁
）
で
あ
る
。
そ
の
執
筆
者

は
栗
原
陽
太
郎
で
あ
る
。
彼
は
、
一
九
三
一
年
よ
り
日
本
基
督
教
連

盟
農
村
伝
道
部
幹
事
、
日
本
基
督
教
団
設
立
後
は
伝
道
局
主
事
、
さ

ら
に
東
亜
局
兼
任
主
事
と
な
り
、
こ
の
事
業
に
専
念
し
た
。
彼
は
そ

の
活
勁
を
「
満
洲
基
督
教
開
拓
村
委
員
会
記
録
」
、
第
一
巻
（
一
九

四
〇
・
六
一
四
一
・
五
）
、
第
二
巻
（
一
九
四
一
・
六
-
四
四
・

六
）
、
「
満
洲
開
拓
村
入
植
志
願
者
名
簿
」
（
一
九
四
〇
年
度
-
四

二
・
六
）
、
「
訓
練
渡
満
諸
書
式
」
、
「
東
亜
局
日
誌
」
（
一
九
四
四
・

四
-
一
〇
）
、
「
日
本
基
督
教
団
満
洲
第
二
開
拓
村
記
録
」
（
一
九
四

四
・
九
１
四
五
・
三
）
と
ほ
ぽ
分
類
し
得
る
も
の
に
記
録
し
た
。
こ

こ
に
掲
載
す
る
も
の
は
、
最
後
に
述
べ
た
記
録
の
初
め
の
部
分
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
開
拓
村
建
設
が
東
京
都
庁
お
よ
び
大
東
亜
省
の

提
携
と
指
示
の
も
と
に
す
す
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
記

録
は
そ
の
後
の
こ
と
も
伝
え
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
戦
局
が
厳
し
く

な
っ
て
当
初
の
計
画
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
や
彼
が
入
植
者
の
結
婚
の

斡
旋
に
努
め
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
四
五
年
三

月
一
日
に
基
督
教
農
村
文
化
研
究
所
で
行
な
わ
れ
た
「
先
遣
隊
員
訓

練
未
了
者
〔
三
名
〕
訓
練
開
所
式
」
順
序
、
「
太
平
鎮
基
督
教
開
拓

団
先
遣
隊
未
招
致
家
族
援
護
費
」
内
訳
で
終
わ
っ
て
い
る
。

資
料
１
３
８
は
、
前
述
の
第
二
次
開
拓
団
入
植
者
募
集
要
領
の
ビ
ラ

５
第
二
次
満
州
キ
リ
ス
ト
教
開
拓
団
の
派
遣

〔
解
題
〕
第
一
次
満
州
キ
リ
ス
ト
教
開
拓
村
建
設
か
ら
述
べ
る
。

一
九
三
二
年
に
日
本
は
満
州
を
半
植
民
地
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
権

を
得
た
。
満
州
開
拓
移
民
事
業
も
そ
れ
に
と
も
な
う
事
業
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
抗
日
ゲ
リ
ラ
や
旧
ソ
連
に
対
す
る
武
装
集
団
を
育
成
す
る

た
め
、
ま
た
戦
争
に
よ
っ
て
窮
迫
し
た
農
民
や
小
企
業
者
、
労
働
者

を
救
済
す
る
た
め
の
国
策
で
あ
っ
た
。

三
八
年
五
-
六
月
に
賀
川
豊
彦
は
満
州
伝
道
に
赴
い
た
と
き
、
満

鉄
関
係
当
局
の
要
請
を
う
け
、
開
拓
地
を
視
察
し
、
満
州
キ
リ
ス
ト

教
開
拓
村
の
建
設
を
日
本
基
督
教
連
盟
に
提
案
し
た
。
連
盟
農
村
伝

道
部
幹
事
栗
原
陽
太
郎
は
現
地
調
査
を
行
な
っ
た
。
第
一
七
回
連
盟

総
会
（
一
九
三
九
こ
Ｉ
）
は
こ
れ
を
連
盟
事
業
と
し
て
実
施
す
る

こ
と
を
決
議
し
た
。
四
〇
年
一
月
に
基
督
教
開
拓
村
委
員
会
が
組
織

さ
れ
、
堀
井
順
次
（
兵
庫
県
飯
盛
野
教
会
牧
師
）
を
開
拓
団
団
長
に

選
ん
だ
。
彼
は
二
回
に
わ
た
り
現
地
調
査
に
赴
い
た
。
や
が
て
ハ
ル

ピ
ン
郊
外
長
嶺
子
に
入
植
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
そ
こ
で
開
拓
民

の
募
集
に
始
ま
り
、
祖
師
谷
の
基
督
教
農
村
文
化
研
究
所
内
に
設
け

ら
れ
た
武
蔵
野
訓
練
所
に
お
け
る
一
箇
月
の
団
員
研
修
を
経
て
、
四

一
年
二
月
か
ら
翌
年
六
月
ま
で
ハ
回
に
わ
た
り
一
四
五
名
の
移
民
が

実
施
さ
れ
た
。
連
盟
解
散
後
、
こ
の
事
業
は
教
団
厚
生
局
が
引
き
継

Ｈ
Ｉ
　

　
ｍ
ｘ
３
０
ｍ
一
枚
、
手
番
き
孔
版
印
刷
）
で
あ
る
。
そ
の
日
付
は

な
い
が
、
前
述
の
記
録
か
ら
委
員
会
が
太
平
鎮
入
植
を
決
め
た
の
は

四
四
年
九
月
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
教
団
新

報
」
（
一
九
四
四
・
九
・
二
〇
）
に
も
そ
の
入
植
者
募
集
が
公
告
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
ビ
ラ
の
裏
面
は
「
帝
都
疎
開
と
満
洲
国
開
拓
東

京
都
」
と
題
す
る
活
版
印
刷
と
な
っ
て
お
り
、
「
東
京
都
も
帝
都
疎

開
事
業
に
伴
ひ
多
く
の
人
が
大
陸
の
沃
野
に
敢
然
挺
身
し
て
日
満
一

体
化
を
具
現
し
両
国
食
糧
事
業
に
大
い
に
寄
与
す
る
所
あ
ら
ん
こ
と

を
切
望
し
て
ゐ
る
」
と
い
い
、
特
に
帰
農
を
志
す
人
、
建
物
疎
開
に

あ
っ
た
人
、
企
業
整
備
等
に
よ
る
転
廃
業
者
に
渡
満
を
す
す
め
、
政

府
の
経
費
援
助
が
あ
り
、
農
地
は
共
同
事
業
が
終
わ
れ
ば
個
人
事
業

と
な
る
、
と
う
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
戦
局
も
た
だ
な
ら
ぬ
情
勢
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
開
拓
村

入
植
希
望
者
は
乏
し
か
っ
た
。
東
亜
局
満
州
開
拓
村
委
員
会
は
そ
の

募
集
を
く
り
か
え
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
結
局
四
四
年
一
一

月
ま
で
に
ハ
家
族
、
一
一
名
の
団
員
（
一
名
は
幼
児
）
を
得
た
の
で
、

武
蔵
野
訓
練
所
に
お
け
る
訓
練
の
の
ち
、
先
遣
隊
と
し
て
四
五
年
四

月
初
め
に
太
平
鎮
に
向
け
て
東
京
を
出
発
し
た
。

総
計
一
五
六
名
の
開
拓
団
員
の
悲
惨
な
結
末
、
戦
後
教
団
の
対
応

は
、
戒
能
信
生
氏
の
論
文
、
「
太
郎
物
語
」
の
関
係
箇
所
に
述
べ
ら

れ
て
い
る
。

〔
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